
 

 

 

 

 

 

 

子供たちに自律の力を 

副校長  砂 場 路 子 

 

                  もうすぐ、校庭から一番よく見える位置に少し大きめの時計を設置します。きっか

けは、今年度第1回代表委員会での話合いです。「廊下歩行、タブレット使用、時刻

を守ること」これらに学校生活を送るうえで課題があるというのです。各学級で話し

合い、4年生以上の代表者による代表委員会がスタートしました。 

 時間を守って行動するためにいろいろな意見が出されました。その中の一つに、「チャイムが鳴ってからでは遅いので、

時計を見て早めに行動した方がいいと思います。」というものがありました。よく見ると、校舎外壁に大きな時計はあるの

ですが、校庭から時刻が確認しにくいことがわかりました。そこで、よく見える位置に時計を設置することにしたのです。

さて、子供たちはこれからどう行動するのでしょうか。楽しみです。 

 また、廊下歩行についての話合いでは、「走ると他の人に迷惑をかけてしまうので、歩くようにしたいです。」と発言した

子供がいました。周りの人のことを考えた意見です。子供たちは、周りの人と適切に関わりながら生活していくためにと相

手意識をもちながら考えていると感じました。時計を見て行動することも、チャイムが鳴ってからでは学習に間に合わない

こともある、そうなると他の友達に迷惑をかけてしまうという発想です。どちらも、ただ単に、先生や友達から注意される

からというだけでなく、他の人に迷惑をかけないために自分はどう行動すればよいのかという視点で考えています。自分で

考え、判断し、決定、そして行動するという「自律」のための一歩であると感じました。 

 これは、ほんの一例です。子供たちには、自分の学校生活をよりよくする主体者は自分であり、たくさんの多様な人との

関わりの中で生活するために、自分の生活を律するのも自分であるという気持ちをもってほしいと思っています。学習にお

いても同じです。誰かに言われたからするのではなく、自分に必要なことは何か考え、自分でコントロールしながら学んで

いくことが大切になります。それが、今の学習指導要領で求められている力です。その一助となるものがタブレットをツー

ルの一つとする学習となります。だからこそ、適切に活用しなければならないのです。 

 さて、5月の始めの全校遠足での出来事。きょうだい学年で砂丘を歩き、その後わくわく班で 

活動しました。そのときのリーダーとして活動を企画･運営した6年生の姿がとても立派でした。 

活動の際、「今の説明でやり方がわかりましたか。わからない人は手を挙げてください。」と声 

を掛け、手が挙がった班の6年生は、わかりやすい言葉と動作を交えながら繰り返し説明をして 

いました。頼もしい6年生の姿に感心するとともに、自律しようとする子供たちの生きて働く 

力を大切に育てていきたいと思いました。 

 最後になりましたが、保護者の皆様にはコロナ禍において感染症対策はもちろんのこと、行事等の制限、送迎等大変お世

話になりました。新型コロナウイルス感染症が５類へ移行しましたが、ウイルスがなくなったわけではなく、感染症対策は

今後も引き続き必要です。しかし、コロナ前とは違った新しい生活様式の中で、学校でも子供を主語にした行事の見直し、

学校生活の見直しを図っていきたいと思います。今後も保護者の皆様のご支援・ご協力どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 現在、各教員は、今年度の研究テーマ「個別最適な学びが、未来の知への探究心を高める」の下、

自身の教科・領域でどのように落とし込み、教科・領域ごとのテーマを設定し、そのテーマにせま

る仮説や研究の方法など具体的な取組みを考えている段階です。また、鳥取大学の先生などそれぞ

れの教科・領域で共同研究者としてお世話になっている方々の研究室を訪問するなどして研究の計

画を立てながら、専門分野の見識を高めています。 

 ６月になると、研究テーマに沿った研究授業を各教員が行っていき、研究を実践段階に進めていくことになります。 

研究授業の様子など、今後も学校だよりで紹介していきます。 
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４月後半から５月にかけて、多くの行事がありました。５月８日から新型コロナウイルス感染症の５類への移行に伴い、

学校生活も新しいスタートを切りました。今までの行事にも新しい取組を入れながら、子供たちが生き生きと過ごせる学校

にしていきます。 

＊＊＊ 砂の学校 ＊＊＊ 

ゴールデンウィークの休日の合間の５月１日（月）に、２年ぶりになる全校遠足「砂の学校」を行いました。縦割りのき

ょうだい学年がいっしょになって晴天の下で鳥取砂丘を歩きました。砂丘ビジターセンターから砂丘西側まで約1時間をか

けて砂の感触を楽しみながら移動しました。有島武郎記念碑近くの松林で毎年恒例の色別対抗種目を行いました。 

下学年は「まつぼっくり拾い」で上学年は「砂もり競争」を行いました。わくわく班のチームが一丸となって競技に取り

組みました。結果発表では、２年ぶりの色別対抗種目であったこともあり、優勝したチームはみんな大盛り上がりで喜びま

した。 

    

 

＊＊＊ 小中合同引渡し訓練 ＊＊＊ 

５月１９日の小中合同引渡し訓練では、多くの保護者皆様にご協力をいただき、

ありがとうございました。お子さんの安全で確実な引渡しをどのように行えばよ

いのか、今回は、数年ぶりに校庭を駐車場所にした引渡し訓練になりました。 

今回の訓練について保護者の皆様にはアンケートをお願いしましたが、たくさ

んの方にご回答をいただきました。それを基によりよい引渡しの方法を再確認し

ていきたいと思います。 

 お子さんを引渡しする状況には、地震、大雨、火災などの自然災害のほかに不

審者対応など様々な状況が考えられ、その状況によって、引渡し場所や引渡しの

仕方が変わってきます。緊急時となったときには、保護者の皆様にも臨機応変に

対応していただきながらお子さんの安全を第一に行動していきたいと思いますので、ご理解とご協力をよろしくお願いしま

す。 

 

 

＊＊＊ 教育実習 ＊＊＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の様子 

５月１０日から２３日に教育実習を行いました。今回は鳥取大学の４年生

が２回目の実習となる応用実習に取り組みました。教育実習は、次世代の教

師を育てる本校の大切なミッションの一つとなっております。 

子供たちにとっても多くの実習生とかかわりをもつことのできるこの２週

間は貴重な経験の時間になります。子供たちは多くの先生に出会ってさらに

成長していきます。 


